
 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

４月の行事予定 自分と仲間を「信じる力」  
             校長 赤羽 広美 

早いもので令和７年度も残りわずかとなりました 。この

一年間、保護者や地域の皆様には、本校の教育活動へ温かい

ご支援をいただき、心より感謝申し上げます 。 

さて、今年度を振り返り、改めて大切だと感じているのが

「信じる力」です。「信じる」という言葉は一見シンプルで

すが、壁にぶつかった時や、周囲と違う道を進もうとする

時、これほど難しく、そして強い力を発揮するものはありま

せん。 

話題の映画『ウィキッド』では、主人公が「周りからどう

思われても、自分の心の声を信じて飛び立つ（Defying 

Gravity）」姿が描かれています。誰かに決められた限界では

なく、自分で決めた可能性を信じること。この自信こそが、

子供たちが一歩を踏み出すエネルギーになります。この「自

分を信じる力」は、日々の学習にも表れています。最近では、

楽しそうに「学び合い」をする子供たちの姿が印象的です。

難しい課題に対しても「自分たちなら解ける」と信じ、互い

の考えを尊重しながら解決していく。その表情には、自らの

可能性を信じる強さが溢れています。 

また、映画『ズートピア』の主人公がそうであったように、

自分だけでなく「他人の可能性」を信じることも大切です。

相手を信じることは、その人の隠れた才能を引き出す魔法

のような力を持っています。校庭に目を向けると、いろいろ

な学年の人と遊んでいる子供たちの姿がよく見られます。

上級生が下級生を優しく見守り、下級生は上級生を信頼し

て慕う。こうした交流を通して、子供たちは「仲間を信じる

心地よさ」を肌で感じ取っています。 

このように、学校は、たくさんの「信じる力」を育む場所

でありたいと考えます。 

自分の良さを信じる  

友達の優しさを信じる  

努力の成果を信じる  

私たち教職員も、子供たちの 

無限の可能性を一番に信じ、そ 

の挑戦をこれからも支えてまい 

ります。 

大規模災害を想定し、児童を保護者の皆様にお引き渡しして

一緒に下校していただきます。雨天でも実施いたします。 


